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 ７月１２日(火)、同団体２名が
兵庫県沼(ぬ)島(しま)を訪問、 
島おこしの取組を学びました。 
沼島は兵庫県最南端の島。 

高齢化・少子化による公共サー
ビスの縮小など厳しい課題が存
在しています。そのような状況
の中で、地域資源を活用した観
光事業を県や市の協力も得な
がら実践しています。 
 
 

具体的には、住民ボランティア
による島の案内、地域おこし協
力隊の導入、漁船による周遊ク
ルーズなど。 

『「ないもの」ではなく「できるこ
と」から考える。』、『心合う仲間
で話し合い、灯(ともしび)を掲げ

て、事業を重ねていく。』など、
和やかな雰囲気の中でそれぞ
れの島の課題や想いを語り合
いました。 
 

（参加者の感想） 

 沼島は島の環境・住民の状況
など網地島と共通の部分がある
中で、先進的な活動を行ってい
るということで視察させていただ
き、様々な学びを得ることができ
ました。今後も交流を継続して
いきたいです。今後は関係機関
の協力も得ながら網地島の在り
方を模索していきたいと思って
います。 
 

 8月9日（火）、仙台市

情報・産業プラザにて
法政大学人間環境学
部の学生23名に対し、

当センターの石塚・中
沢がレクチャーを行い
ました。今回は3泊4日

で被災地フィールドスタ
ディーを行う同大学人
間環境学部の西城戸
教授からの依頼を受け、
初日冒頭のプログラム

として宮城の被災・復興
の状況について講話を
行いました。昨年度か
ら3県連携復興センター

協働で作成している「市
民でつくる復興ロード
マップ」をベースとして、
今被災地で起きている
ことや、今後の展望を
伝えました。学生からは
「住民の復興感」や「復
興ロードマップの活用

方法」についての質問
があり、活発な意見交
換がなされました。 

 

東
京
学
芸
大
学

Ｎ
類
生
涯
学
習
専

攻
3
年
鈴
木
希
で

す
。 

 

私
は
宮
城
県
出

身
で
は
あ
り
ま
す

が
、
被
災
地
の
現

状
や
復
興
状
況
に

つ
い
て
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、

大
学
在
学
中
に
そ

れ
ら
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。 

実
習
中
は
い
く
つ

か
の
被
災
地
を
訪

問
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
に
同
行

し
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
の
お
話
を

聴
き
、
復
興
状
況
、

直
面
し
て
い
る
課

題
を
知
る
と
と
も

に
、
中
間
支
援
組

織
が
被
災
地
に
働

き
か
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

福
島
県
か
ら
の
避
難
者
は
、
全
国
で

4
万
人
を
越
え
、
そ
の
う
ち
宮
城
県

へ
の
避
難
者
の
方
は
２
５
０
０
名
に
上

り
ま
す
。
来
年
３
月
に
現
在
の
支
援

策
が
終
了
す
る
の
に
伴
い
、
福
島
県
へ

戻
る
ま
た
は
、
避
難
先
へ
移
住
す
る

等
と
い
っ
た
選
択
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
全
国
25
カ
所
で
相
談
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
城

拠
点
は
6
月
28
日
㈫
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
時
点
で
は
、
４
月
以
降
の
住

ま
い
に
関
す
る
相
談
が
も
っ
と
も
多

く
、
情
報
提
供
を
行
う
他
、
専
門
性

の
高
い
相
談
内
容
に
関
し
て
は
専
門

家
へ
つ
な
ぐ
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
は
、
県
外
避
難
者
同

士
、
ま
た
は
支
援
団
体
と
の
交
流
会

や
福
島
県
か
ら
職
員
を
招
い
て
情
報

交
換
を
兼
ね
た
説
明
会
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。
第
一
弾
は
、
10
月
29
日

（土
）、
仙
台
市
内
で
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
（※

会
場
な
ど
詳
細

は
決
ま
り
次
第
、
当
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ

上
に
て
告
知
予
定
）。 

2016年 

9月 
1日
号 

7/12 沼島視察訪問時の様子 

8/9 講話に熱心に耳を傾ける参加者 

8月にインターンとして 
れんぷくの活動に参加しました 

職
員
紹
介 

 

石
塚
直
樹 

 

★
お
知
ら
せ
★ 

 

皆
様
か
ら
の
ご
相
談
を
お
寄

せ
下
さ
い
。
団
体
、
行
政
、
企
業

へ
の
つ
な
ぎ
役
、
講
師
紹
介
等
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

メ
ー
ルin

fo
@

ren
p

u
ku

.o
rg 

お
電
話
、
ま
た
はH

P

か
ら
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

Ｑ
①
生
年
月
日
と
出
身

地
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

80
年
5
月
30
日
、
新
潟
県

生
ま
れ
で
す
。 

Ｑ
②
特
技
は
何
で
す
か
？

食
べ
る
こ
と
と
、
料
理
が

好
き
で
す
。
今
年
は
梅
干

し
と
味
噌
を
仕
込
み
ま
し

た
。 

Ｑ
③
自
慢
で
き
る
こ
と

は
？ 

新
潟
県
の
佐
渡
島
生
ま

れ
・
育
ち
な
こ
と
で
す
。 

Ｑ
④
担
当
し
て
い
る
業
務

は
？ 

事
業
開
発
チ
ー
ム
に
て
、

主
に
広
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
、
新

規
事
業
開
発
等
を
担
当
し

て
い
ま
す
。 

「
市
民
が
つ
く
る
復
興

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
、
地
域
ご
と
の

復
興
の
見
通
し
を
立
て
共

有
す
る
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
！ 
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